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第６学年 社会科学習指導案 
  
１ 単元名  戦後の日本のあゆみ 

 

２ 単元について 

 ○ 戦後，1955年から1970年代初頭までの約20年間を，高度経済成長期と呼んでいる。この時期の

経済成長率は，年平均 10％に達し，国民総生産はわずか 15年で４倍以上に拡大した。この世界に

例を見ない経済成長によって，日本の国民総生産は資本主義国の中でアメリカについで第２位とな

り，日本は「経済大国」に発展していった。 

この時期，国民の生活は大きく変化した。「三種の神器」と呼ばれる電気洗濯機，電気冷蔵庫，白

黒テレビが急速に普及し，更に，1970年代以降には「３Ｃ」と呼ばれるカラーテレビ，自家用車，

クーラーが普及し，物質の面で大変豊かになった。所得も倍増し，大卒の初任給に関しては，約３

倍も上昇している。しかし，この豊かな生活と引き換えに様々な問題も発生した。一つは，「四大

公害」をはじめとする各種の公害や，乱開発による住環境の悪化・粗大ごみの増大など，環境に関

する問題を引き起こしたことである。また，二つ目は，「集団就職」や「通年出稼ぎ」等に見られ

るような農村から都市への大量の人口移出をもたらしたことである。このことにより都市部では過

密化が起こり，農村部では「三ちゃん農業」等，今日につながる農村社会の過疎化・高齢化の原因

を作ることにもなった。 

そこで，戦後から今日につながる日本のあゆみを，高度経済成長を手掛かりにとらえさせ，考え

させていく単元を設定する。高度経済成長は，国民の生活を豊かにしたとともに，様々な面で問題

も残していった。それらを調べさせ，考えさせていくことは，これからの社会を担う子どもたちに，

社会が進むべき方向を考えさせていくという意味において意義あることである。また，歴史は過去

のできごとを扱う学習ではなく，過去は現在につながっていること，更にそれらは未来にもつなが

っていることを意識させるのにも適した単元である。 
 ○ 児童が住む小学校の校区は，新興住宅地に当たり，核家族で生活する家庭が多い。家族のほとん

どが戦後生まれであり，児童は，戦中戦後の生活の話を日常的に聞いているわけではない。しかし，

総合的な学習の時間で「戦争・平和」をテーマに学習し，戦争の恐ろしさ，平和の大切さについて

は強い思いをもつようになっており，戦後，国民が生きるために精一杯だったことにも気付いてい

る。戦後の改革や高度経済成長が児童の今日の生活の便利さを実現することにつながっていたり，

今日にも残る課題の発端の一部になっていたりすることに対しては気付いていない。 
学習への態度としては，これまで資料の中から必要な情報を見付けること，また，それに対して

自分の考えをもつことの２段階で指導がなされており，単なる資料の丸写しではなく，資料をきち

んと活用できる児童は多い。自分の考えはもつものの，それを人前で積極的に話すことに抵抗をも

つ児童は多い。しかしながら，意見をぶつけ合うことに対して楽しさを感じている児童は多く，討

論意思決定型の授業においては児童の積極的な発言が期待できる。社会科で討論意思決定型の授業

の形態を採るのは今回が３回目である。しかし，これまでの２回は，主に自由討論による意見交換

であり，立論，反論，再反論といったフォーマットで討論を行うのは今回が初めてである。文章を

書くことに対して苦手意識をもつ児童が一部におり，意思決定後の判断理由を明確にさせて文章記

述させる際には配慮を要する。 
○ 指導にあたっては，終戦直後の生活の様子と高度経済成長期の生活の様子を対比させる中で，我

が国がわずかな期間で復興できたことに驚きをもたせ，学習問題「日本はどのようにして戦後から

立ち直っていったのだろう」を設定する。 
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その後，政治の面での民主化の働きや外交面での独立の回復とアジアでの地位の確立について資

料や聞き取り調査を基に調べさせていく。更に当時の人々の努力や他国の協力により高度経済成長

が起こったことを理解させる。 
高度経済成長に結び付いた国内外の働きが整理できたところで，高度経済成長は，手放しで喜べ

ることなのかと揺さぶりを掛ける。四大公害をはじめとする環境問題等に気付かせ，新たな学習問

題「高度経済成長は今日の日本によい影響を与えたのか悪い影響を与えたのか討論を通して考えよ

う」を設定する。児童には，これまでの学習で獲得した情報を基に，評価するかしないかを４つの

選択肢から選ばせる。（第１次意思決定）。評価の基準は個人の主観になるが，それにより，高度経

済成長は今日の日本のためになったとする「評価する側」，また，負の部分が多かったとする「評

価しない側」に分ける。このとき，なぜそのように評価したのか理由を文章で記述させておく。 
その後，高度経済成長が今日の日本によい影響を与えたのか悪い影響を与えたのか，討論を通し

て集団思考することを伝える。討論に向けては，主に反論と再反論を準備させる。教師側で準備し

た資料や聞き取り調査を基に，根拠ある意見をつくれるように支援する。 
討論では，時間を区切って主張をさせる。主張の後は，教師側で児童の主張を解説し，双方の伝

えたいことが伝わるように支援する。また，板書においても，児童の思考を整理しやすいように工

夫する。 
討論を終えた後，高度経済成長を再び４つの選択肢を用いて評価させる（第２次意思決定）。その

際，４つの選択肢の間も評価できるようにし，わずかな評価の違いも表せるようにする。また，ど

のように評価が変わったのか，また，その評価に確信をもったのかについても再び文章で記述させ

る。その際，説得力のある文章とはどのようなものか気付かせ，文章を作成する際の構成の仕方を

視覚的に指導したり，具体的な例を入れさせたりして，判断理由を明確にして文章化させたい。 
 
３ 単元の総括目標 

  我が国の戦後の高度経済成長が現代に及ぼした影響を吟味することにより，よりよい社会の発展の

方向を考えることができる。 
 
４ 単元の評価規準 

社会的事象への 
関心・意欲・態度 

社会的な思考・判断 観察・資料活用の 
技能・表現 

社会的事象についての

知識・理解 
戦後の国内外の動きに

ついて意欲的に調べ，

よりよい社会の発展に

ついて意見を表そうと

する。 

高度経済成長における

影響を多面的に考察

し，その功罪を判断す

ることができる。 

教師が与えた資料や，

聞き取り調査を通し

て，自分の主張をまと

めたり，討論を通して

考えたことを論理的に

文章にまとめたりする

ことができる。 

戦後，我が国は平和

的・民主的な国家にな

るために，様々な改革

を行ってきたことやそ

の影響を理解すること

ができる。 
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５ 評価 

評価基準および支援（→） 
時 

評価規準 
(評価の方法) 十分達成 おおむね達成 努力を要する 

１ 

戦後の日本の復興

に関心をもち，進ん

で学習に取り組も

うとする。 
【関心・意欲・態度】 
（ワークシート） 

学習後の感想に，復興

のはやさに驚いたこと

や学習への意欲・関心

を具体的な例を挙げて

記述している。 

学習後の感想に，復興

のはやさに驚いたこと

や学習への意欲・関心

を記述している。 
→具体的な例を挙げる

よう声掛けする。 

学習後の感想を記述す

ることができない。 
→学習を振り返らせ，

どんなところが印象

に残ったか個別に話

し合う。 

２ 

日本が平和的で民

主的な国家を作ろ

うとしたことを理

解することができ

る。 
【知識・理解】 
（ワークシート） 

戦後の改革が平和的・

民主的な国家作りを目

指しており，今の時代

にも受け継がれている

ことを理解している。 
 

戦後の改革が平和的・

民主的な国家づくりを

目指していたことを理

解している。 
→今の時代と比較さ

せ，当時の改革の内

容が今の日本の社会

につながっているこ

とに気付かせる。 

戦後の改革が個別的な

知識でとどまってい

る。 
→改革を類別し，それ

らからどのようなこ

とを目指していたか

考えさせる。 

３ 

日本が独立を回復

し，国際社会の中で

地位を高めていっ

たことを理解する

ことができる。 
【知識・理解】 
（ワークシート） 

日本が独立を回復し，

国際社会の中で地位を

高めていったことを理

解しているとともに，

その意味に気付くこと

ができる。 

日本が独立を回復し，

国際社会の中で地位を

高めていったことを理

解している。 
→独立の回復や国際社

会の中での地位の向

上により，どのよう

に変わったのか考え

させ，その意味に気

付かせる。 

日本が独立を回復して

いった経緯を理解して

いない。 
→日本が戦後占領下に

あったことと，様々

な努力により独立を

回復していったこと

を比較させる。 

４ 

高度経済成長には

功罪両面があった

ことを知り，評価す

ることができる。 
【思考・判断】 
（ワークシート） 

評価をし，その判断理

由を具体的な例を挙げ

ながら文章に表してい

る。 

評価をし，その判断理

由を明確にして文章に

表している。 
→判断理由に具体的な

例を挙げるよう声掛

けする。 

評価をすることができ

ない。または，評価の

判断理由を文章に表す

ことができない。 
→個別に支援し，どち

らの立場を取るか，

また，なぜそう思う

のか話し合う。 
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５ 
 
６ 

討論の流れを意識

しながら原稿を考

えることができる。       

【思考・判断】 
（ワークシート） 
相手を意識した原

稿や資料を準備す

ることができる。    

【技能・表現】 
（ワークシート） 

担当した役割の発言原

稿を複数準備すること

ができる。または，具

体的な提示資料を用意

することができる。 

担当した役割の発言原

稿を１つ準備すること

ができる。 
→２つめの理由を考え

るよう声掛けする。 

担当した役割の原稿を

考えることができな

い。 
→グループで相談させ

たり，個別に支援し

たりする。 

７ 

進んで自分の考え

を発言しようとし

たり，意欲的に活動

に参加しようとし

たりしている。 
【関心・意欲・態度】 
（発言・行動観察） 
自分の考えを膨ら

ませて話すことが

できる。 
【思考・判断】 
（発言） 

原稿に準備していたも

の以外にも発言してい

る。または，原稿を基

に，考えを膨らませて

話すことができてい

る。 

原稿に準備していた発

言が見られる。 
→例を付け加えるな

ど，自分なりに考え

を膨らませて話すよ

う声掛けする。 

発言が見られない。ま

たは，活動に対する意

欲が見られない。 
→同じ意見でも自分の

言葉で発言するよう

促したり，意図的に

指名して話し合いを

行う当事者であるこ

とを意識させたりす

る。必要に応じてそ

れぞれの発言をかみ

砕き詳しく解説す

る。 

８ 

討論を振り返り，高

度経済成長につい

て評価することが

できる。 
【思考・判断】 
【技能・表現】 
（ワークシート） 

評価をし，その判断理

由の中に反証を入れた

り具体的な例を挙げた

りしながら効果的に文

章に表している。 

第１次意思決定のとき

と同じ判断理由，また

は，結論を導く理由の

みを挙げている。 
→反証や具体的な例を

挙げるよう声掛けす

る。 

評価をすることができ

ない。または，評価の

判断理由を文章に表す

ことができない。 
→個別に支援し，どち

らの立場を取るか，

また，なぜそう思う

のか話し合う。 
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６ 単元計画（全８時間） 

過程 学習活動 教師の指導・支援 時 

つ
か
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
か
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
く
る 

１ 終戦直後の日本の様子と，

高度経済成長期の日本の様

子を比べ学習問題を設定す

る。 
 
 
 
 
 
２ 日本国憲法の制定と戦後

の改革を調べる。 
   
 
３ 戦後の世界の動きと日本

の独立の回復を調べる。 
 ・国際連合 
 ・日米安全保障条約 
 ・沖縄返還 
４ 高度経済成長について調

べ，新たな学習問題を作る。 
 
 
 
 
 
 
５ 討論の準備をする。 
 
 
 
 
６ 討論をする。 
 
 
７ 討論を振り返り，高度経済

成長を評価する。 

○ 写真資料から，戦後わずかな期間でオリンピックの

開催までこぎ着けたことをとらえさせ，敗戦国であっ

た日本が，国際社会の中で重要な役割を果たすように

なった事をとらえさせる。 
○ 三種の神器，３Ｃの普及の様子，また，大卒の初任

給の上昇などのグラフを提示し人々の生活が豊かに

なっていったことをとらえさせる。 
 
 
○ 日本国憲法や戦後の改革により，どのように社会が

変化するか，何を大切にしている社会なのかを考えさ

せ，日本が平和で民主的な国家をつくろうとしていた

ことをつかませる。 
○ ワークシートの年表を整理させ，どのような動きが

あったか概観をつかませる。 
○ 朝鮮戦争が朝鮮特需につながり，経済活動が活発に

なったことを説明する。 
 
○ これまでの学習を想起させ，高度経済成長により日

本が豊かになったことをまとめる。 
○ 高度経済成長は手放しで喜べることなのか，揺さぶ

りを掛け，高度経済成長の負の部分に気付かせる。 
○ 高度経済成長の功罪について評価させる。 

(第１次意思決定) 
 
 
○ 立論，反論，再反論を担当する役割ごとに意見を準

備させる。 
○ 立論に関しては，既に主張がある状態であるが，そ

のよさや問題点がより分かりやすくなるように具体

的な資料を集めさせ，立論の説得力を高めさせる。 
○ 立論，反論，再反論の時間は区切って行うが，それ

ぞれ出された意見は，教師側で解説をし，児童の思考

を整理する。 
○ 公正な判断ができるように，情報の見方･考え方を

指導し，高度経済成長を評価させる。 
  (第２次意思決定) 
○ 判断理由が明確に伝わるような説得力のある文書

にするために，望ましい文章構成の仕方の例について

説明する。 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
１ 
 
 
１ 

日本はどのようにして戦後から立ち直っていったのだろう 

高度経済成長は今日の日本によい影響を与えたのか悪い影響を与えたのか評価しよう 
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７―①本時について（１／８） 

 (1) 本時の目標 

  ○ 戦後の日本がわずかな期間で復興していったことに気付き，学習のめあてをつかむことができ

る。                          (社会事象への関心・意欲・態度) 
 (2) 本時の展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (3) 本時の評価 
  ○ 戦後の日本の復興に関心をもち，進んで学習に取り組もうとする。 

（社会事象への関心・意欲・態度） 
 
 
 
 
 
 
 

学習活動 教師の指導・支援 
１ ２枚の写真を見て話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 終戦直後の様子を調べる。 

 

 

 

 

３ 東京オリンピックが開催された

頃の様子を調べる。 

 ・ 家電製品が一気に普及している 

 ・ 賃金が２倍に増えている 

  

 

 

 

４ 学習問題をつかむ。 

○ 戦時中と，東京オリンピックの行進の様子の写真を

提示し，敗戦国がオリンピックを開催するまでに何年

かかるか予想させ，問題意識をもたせる。 

○ 敗戦国が何年後にオリンピックを開ける国として

認められるか考えさせるために，2003年５月に戦闘終

結したイラク戦争を例に挙げる。 

 

 

○ 児童に事前に戦後の生活の様子を調べさせておき，

それを基に，戦後の生活の大変さ，復興に向けての

人々の努力について感じ取らせる。 

○ どのような時代だったのかを短い言葉でまとめさ

せイメージをつかませる。 

○ 国民の生活が豊かになっていったことを感じ取ら

せるために，グラフから「分かること」「考えられる

こと」を分けて考えさせる。 

○ 三種の神器や３Ｃの普及の様子，賃金の上昇等のグ

ラフを提示し，高度経済成長が訪れたことを知らせ

る。 

○ どのような時代といえるのか，短い言葉でまとめさ

せ，イメージをつかませる。 

○ 学習問題を提示し，今後の見通しをもたせる。 

 

 

○ 学習して分かったことや思ったことを一言感想に

書かせる。               【評価】 

学習問題  日本はどのようにして戦後から立ち直っていったのだろう 

戦争が終わって日本はどうなったのだろう 
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７―② 本時について（２／８） 

 (1) 本時の目標 

  ○ 戦後の改革や日本国憲法の三大原則を調べ，戦後の日本が平和で民主的な国家を作ろうとした

ことを理解する。                   （社会的事象についての知識・理解） 
 (2) 本時の展開 

学習活動 教師の指導・支援 
１ 学習問題をつかむ。 
 
 
 
２ 戦後の改革について調べる。 
 ・軍隊を解散する 
 ・男女が平等になる 
 ・女性が政治に参加する 
 ・言論思想の自由を認める 
 ・教育制度を改革する 
 ・労働組合の結成をすすめる 
 ・政治に影響を与えていた大会社を解散する 
 ・政党が復活する 
 ・ほとんどの農民が農地をもてるようになる 
３ 日本国憲法について調べる。 
 ・1946年11月3日公布 

 ・1947年5月3日施行 

 ・占領軍の指導の下100日間の審議 
 ・三大原則 
   国民主権 
   基本的人権の尊重 
   平和主義 
４ 戦後の改革，及び日本国憲法の内容から日

本がどのような国づくりを進めていたのか

考える。 
 
５ 本時の一言感想を書く。 

○ 日本の復興の様子を調べるために，まず国内

の様子から調べることを知らせる。 
 
 
○ 戦後の改革について資料を基に調べさせ，ワ

ークシートにまとめさせる。 
○ 戦後の改革がそれぞれどのような意味をも

つのかつかませるために「○○する（になる）

ことにより△△になる」という文章にあてはめ

させる。 
 
 
 
 
○ 日本国憲法については，３学期の政治学習と

の関わりから，三大原則程度にとどめ，深入り

はしない。 
○ 日本国憲法の審議には，戦後の改革により実

現した女性の議員の意見も反映されているこ

とにも触れる。 
 
 
○ 仲間分けをし，それぞれにタイトルを付ける

作業をさせ，「平和」や「平等」「自由」などの

言葉を出させるようにする。それらから「民主

的」「平和」などの言葉を解説する。 
○ 学習して分かったことや気付いたことを書

かせる。             【評価】 
 （3） 本時の評価 
   ○ 日本が平和的で民主的な国家を作ろうとしたことを理解する。 （社会事象への知識・理解） 
 
 
 
 
 
 
 

日本はどのようにして戦後から立ち直ったのか，国内の変化を調べよう。 
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７－③本時について（３／８） 

 (1) 本時の目標 

  ○ 戦後の世界の様子とともに，日本が独立の回復を成し遂げ国際社会での地位を確立していった

ことを理解する。                   （社会的事象についての知識・理解） 

 (2) 本時の展開 

 (3) 本時の評価 

  ○ 日本が独立を回復し，国際社会の中で地位を高めていったことを理解する。 
（社会事象への知識・理解） 

 

学習活動 教師の指導・支援 

１ 学習問題をつかむ。 

 

 

 

２ 第２次世界大戦後，世界は資本主義と社会主

義の国で二分されていたことを知り，日本はど

ちらについたのか話し合う。 

３ 戦後の日本と関係する他国との年表を整理

し，国際社会への仲間入りの様子を調べる。 

 

 

 

４ 日本が独立を回復し，国際社会への仲間入り

をすることがどのような意味をもつことなのか

考える。 

 

５ 本時の一言感想を書く。 

年 日本と世界のできごと 

1945 広島と長崎に原子爆弾が落とされた 

1945 国際連合ができた 

1946 日本国憲法が公布された 

1948 
朝鮮民主主義人民共和国と大韓民国が

誕生した 

1949 中華人民共和国ができた 

1950 朝鮮戦争が起こった 

1951 
サンフランシスコ平和条約を結び独立

を回復した 

1951 アメリカと日米安全保障条約を結んだ 

1953 奄美諸島が日本に復帰した 

1956 ソ連と国交を回復した 

1956 国際連合に加盟した 

1964 オリンピック東京大会が開かれた 

1972 沖縄諸島が日本に復帰した 

1972 冬季オリンピック札幌大会が開かれた 

1972 中華人民共和国と国交を正常化した 

1978 日中平和友好条約を結んだ 

○ 日本の復興の様子を調べるために，本時で

は国外の様子から調べることを知らせる。 

 

 

○ 戦後の日本は資本主義国の仲間入りを優

先し，国際社会の仲間入りを果たすことがで

きたことを説明する。 

○ 国際社会の仲間入りをした経緯をつかま

せるため，年表を整理させる。 

○ サンフランシスコ平和条約の締結をきっ

かけに，国際社会とのつながりが深くなって

いったことをつかませるために，年表の項目

に｢日本は｣という主語をつけさせ，考えさせ

る。 

○ 朝鮮戦争の経緯や朝鮮戦争が日本の経済

に与えた影響について説明する。 

○ オリンピックが開催されたのは 1964年で

あるが，開催決定が決まったのは 1959年で

ある。わずか 14年で，平和の祭典であるオ

リンピックを誘致するまでに地位が向上し

ていたことを気付かせる。 

○ オリンピック開催に向け，新幹線や高速道

路など交通が整備されたこと，また，テレビ

などの家電製品も普及するなど，工業が目覚

ましく発展し，生活が豊かになっていったこ

とが分かるような資料を提示する。 

○ 国際社会の中の一員になるとどのように

なるのか，特に経済の面から考えさせるため

日本を一つの店（食堂）に置き換えて説明す

る。 

○ 学習して分かったことや気付いたことを

書かせる。           【評価】 

日本はどのようにして戦後から立ち直っていったのか，世界とのつながりから調べよう 
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７－④本時について（４／８） 

 (1) 本時の目標 

  ○ 高度経済成長には功罪両面があったことを知り，新しい学習問題をつかむことができる。 
（社会な思考・判断） 

 (2) 本時の展開 

 (3) 本時の評価 

  ○ 高度経済成長には功罪両面があったことを知り，評価することができる。（社会な思考・判断） 

 

学習活動 教師の指導・支援 

１ これまでの学習を振り返る。 

 

 

 

 

２ 高度経済成長のおかげで今日の日本

にどのようなよい影響があるのか考え

る。 

 

 

 

 

３ 高度経済成長により今日の日本に残

された課題について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 高度経済成長のよい面，悪い面を両面

からとらえ，高度経済成長は今の日本に

とってよかったのか悪かったのか評価

する。 

 

５ 新しい学習問題をつかむ。 

 

 

 

 

○ 戦後，日本が独立を回復し，国際的な地位を高め

る中で高度経済成長に結び付いていったことを確認

する。 

 

 

○ 高度経済成長によりどのように変わったかを想起

させる。 

○ もし高度経済成長がなかったら今の生活はどうな

っていたのか予想させ，高度経済成長による恩恵を

考えさせる。 

○ 高度経済成長によってもたらされたよい面を図式

化してまとめる。 

○ 高度経済成長期に５年生で学習した四大公害が発

生していることに気付かせるため，公害病患者の写

真や年表を提示する。 

○ 四大公害以外にも，使い捨ての文化がつくられて

いったり，それに伴うごみ問題が発生したりするな

ど，身近なところにも問題があることに気付かせる

ため，写真資料を効果的に提示する。 

○ 高度経済成長期は，経済発展が優先され，環境等

への配慮は後回しにされたことを説明する。 

○ 高度経済成長によってもたらされた悪い面を図式

化してまとめる。 

○ 高度経済成長はあってよかったのか，なかった方

がよかったのかという視点で考えさせる。 

○ ｢よかった・少しよかった・少し悪かった・悪かっ

た｣の４観点から選ばせ，その評価理由も書かせる。 

【評価】 

○ 次時からは，高度経済成長を「評価する側」｢評価

しない側｣の２つの立場に分かれ，討論を通して更に

深く考えていくことを知らせる。 

高度経済成長が今日の日本に与えた影響について考えよう。 

物やお金が手に入

り生活が豊かにな

った。 

生活が豊かになることはよいことだから 

高度経済成長

はよい影響を

与えた。 

公害やごみ問題が

起こり環境が悪く

なった。 

環境が悪くなるのはよくないことだから 

高度経済成長

は悪い影響を

与えた。 

高度経済成長は今日の日本によい影響を与えたのか悪い影響を与えたのか 
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７－⑤本時について（５・６／８） 

 (1) 本時の目標 

  ○ 討論に向けて立論や反論，再反論などの担当に分かれ，主張をまとめ準備をすることができる。

（社会的な思考・判断） 

 ○ 説得力を持たせるために資料を準備したり，話し方を工夫したりすることができる。 

（観察・資料活用の技能・表現） 

 (2) 本時の展開 

 (3) 本時の評価 

 ○ 討論の流れを意識しながら原稿を考えることができる。       （社会的な思考・判断） 

 ○ 相手を意識した原稿や資料を準備することができる。    （観察・資料活用の技能・表現） 

学習活動 教師の指導・支援 

１ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

２ 討論の準備をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 次時の学習の見通しをもつ。 

 

○ 討論ゲームを想起させ，立論・反論・再反論の流れで討論

を行うことをイメージさせ，特に反論や再反論の必要性を感

じ取らせる。 

 

 

○ それぞれの立場で，立論・反論・再反論の役割のグループ

に分かれ，グループで話し合いながら考えさせる。 

○ 立論のグループにおいては，具体的な資料を集め，立論の

説得力を高めるよう声掛けする。 

○ 教師側で資料を準備し，その資料を活用して反論，再反論

を考えさせる。必要に応じて他の図書資料等を用いらせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 机間指導をし，上記のような議論の流れに近づけるよう助

言する。 

【評価】 

○ それぞれの準備の様子でよかったところを称賛し，次時の

学習への意欲を高める。 

討論会に向けて準備をしよう。 

 立 論 反 論 再反論 

物やお金が手に入り

生活が豊かになった。 

・他の国から比べると，収入が少ない。 

 

・他の国に比べると，家が小さい。 

 

・収入は増えたが，物価も高くなり意

味がない。 

・他の国に比べると，物価が高い。 

・敗戦当時や，貧しい国に比べれば十分

豊かな暮らしができている。 

・家は小さくても，家電製品などは，充

実していて便利で豊かである。 

・大量生産ができるようになり安く買え

るようになったものもある。 

・工業製品は安い。 

評
価
す
る
側 

生活が豊かになるの

はよいことだから 

  

公害やごみ問題が起

こり，環境が悪くなっ

た。 

 

・進んだ技術で環境に優しい製品を作

ることができる。 

・公害対策基本法など環境を守る厳し

い法律ができた。 

・公害を克服し，以前より美しい環境

を取り戻している所もある。 

・資源の有限性に気づきリサイクルが

進められている。 

・環境を守る製品は値段が高く，そこま

で広まっていない。 

・今も公害病で苦しんでいる人がいる。 

 

・環境を元に戻すには時間とお金がい

る。 

・リサイクルをしてもごみ問題が解決し

たわけではない。 

評
価
し
な
い
側 

環境が悪くなるのは

よくないことだから 
  



 - 11 - 

７－⑥ 本時について（本時７／８） 

 (1) 本時の目標 

  ○ 高度経済成長の功罪についての討論において進んで発言し参加することができる。 
（社会事象への関心・意欲・態度） 

○ 高度経済成長の功罪について討論を通して吟味することができる。  (社会的な思考・判断) 
 (2) 本時の展開 

学習活動 教師の指導・支援 
１ 本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 
 
 
２ 討論をする。 
【評価する側の議論の構造と予想される反論】 
 
 
 
 
 ・他の国から比べると，収入が多いとは言えない。 

・他の国に比べると，家が小さい。 

・収入は増えたが，物価も高くなり意味がない。 

【評価しない側の議論の構造と予想される反論】 
 
 
 
 
・進んだ技術で環境に優しい製品を作ることができ，

環境を守る先進国になっている。 

・公害を経験し，環境の大切さに気付き，公害対策基

本法などの環境を守る厳しい法律もできた。 

・公害を克服し，以前より美しい環境を取り戻してい

るところもある。 

・資源の有限性に気付きリサイクルが進められている。 

３ 次時の見通しをもつ。 

○ 討論の勝ち負けではなく，高度経済成

長が今日の日本のためによかったのか悪

かったのかを，討論を通して集団で思考

することを確認する。 
 
 
 
○ 討論のフォーマットは次の通りであ

る。それぞれ時間

を区切り，発言を

させる。作戦タイ

ムに入る前に，そ

れぞれの意見を整

理し，反論の視点

を与える。 
 
 
 
○ 立論はどのように生活が豊かになった

のか，またどのように環境が悪くなった

のか例を挙げさせ，お互いの主張に具体

性が出るようにさせる。 
○ 児童の発言を教師側で板書し，出され

た意見を見える形に残していく。 
 

【評価】 
 
 
○ 次時は討論を通して，戦後の高度経済

成長を評価すること，またその理由を文

章で表す活動をすることを伝える。 
 (3) 本時の評価 
  ○ 進んで自分の考えを発言することができる。       （社会事象への関心・意欲・態度） 
  ○ 相手の発言を聞いて，発言内容を工夫して反論することができる。  （社会的な思考・判断） 
 

高度経済成長は今日の日本によい影響を与えたのか悪い影響を与えたのか 
討論を通して考えよう。 

物やお金が手に入

り生活が豊かにな

った。 

生活が豊かになることはよいことだから 

高度経済成長

はよい影響を

与えた。 

公害やごみ問題が

起こり，環境が悪く

なった。 

環境が悪くなるのはよくないことだから 

高度経済成長

は悪い影響を

与えた。 

討論のフォーマット 
評価する側立論 
評価しない側立論 

～作戦タイム～ 
評価しない側反論 
評価する側反論 

～作戦タイム～ 
評価しない側再反論 
評価する側再反論 
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７―⑦ 本時について（本時８／８） 

 (1) 本時の目標 

  ○ 討論で吟味した高度経済成長の功罪を評価し，その評価理由を文章に表すことができる。 
(社会的な思考・判断) 

 (2) 本時の展開 
学習活動 教師の指導・支援 

１ 前時の学習を振り返る。 
 
 
 
 
 
２ 戦後の高度経済成長を評価する。 
【評価の手順】 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
３ 説得力のある文章の作り方について考え

る。 
【説得力のある文章にするための３条件】 
 
 
 
４ 評価理由を文章で記述する。 
 【期待する文章例】 
   

 
 
 
 
 
 
５ 単元全体を振り返り，「高度経済成長から

学ぶこと」というテーマで一言感想を書く。 

○ 前時の学習を想起させるために，黒板に前

時の討論の流れを提示するとともに，児童の

手元にも討論の流れをまとめたワークシート

を配布する。  
 
 
○ 討論での立場を離れて判断することを確認

する。 
○ それぞれの主張がどの程度成立しているの

か，またどの程度重要／深刻な問題なのかを

考えさせるため，評価の手順を説明する。 
○ 判断は個人であるが，戸惑っている児童へ

の支援のために，適宜グループ等での意見交

換も行わせる。 
○ 第１次意思決定での評価を基準に，戦後の

高度経済成長の功罪を評価させるようにす

る。 
 
○ 例文を対比させることを通して，討論の流

れを生かすことの有効性，具体例を入れるこ

との有効性に気付かせる。 
○ 文章の構成の仕方を，具体例を示して説明

し，参考にさせる。 
 
○ 評価をする際に自分が重要視した議論の流 

れ(主張から反論・再反論まで)に印を付けさせ               
それをつなげて一連の文章

として表現させる。その際，

説得力を高めるために，な

るべく具体的な例を出させ

るようにさせる。 
【評価】 

 
○ 自分たちの暮らしと経済の成長，環境の保

護等を視野に入れさせ，短くまとめさせる。 
 (3) 本時の評価 

  ○ 高度経済成長について評価し，評価理由を文章に表すことができる。 (社会的な思考・判断) 

高度経済成長は今日の日本によい影響を与えたのか悪い影響を与えたのか評価しよう。 

わたしたちの生活が豊かになったので評価できると思う。 
外国から見れば「ウサギ小屋に住むエコノミックアニマル」といわ

れるように家も小さく，労働時間も長いが，それでも，家の中にはた

くさんの電気製品があふれ，便利になった。 
また週休２日の会社も増え，以前より労働時間も短くなり，休みの

日に家族で遊びに行くことも増えた。 
環境に対しては，破壊していた時期があったが，進んだ日本の技術

でハイブリットカーなど環境に優しい製品もできている。これも高度

経済成長のおかげだと思う。 
だから，高度経済成長は今日の日本によい影響を与えたと考える。 

 
データ 

理由付け 

 
結論 

①
デ
ー
タ
が
ど
の
程
度
成
立
し
て

い
る
の
か
を
帯
グ
ラ
フ
で
表

す
。 

②理由づけの部分がどの程度

重要/深刻なのかを，○の大
きさで表す。 

③もう一方の立場と比べて総合的に判断する。 

①立場を明らかにする(結論を述べる) 
②判断理由を述べる(思考の過程を表す) 
③判断理由の具体例を挙げる 


